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富山県高岡市立福岡公民館



富山県の北西部に位置する
県内第２の都市であり県西
部の中心部

概 要富山県高岡市

〇世帯数 69,830世帯

〇人 口 165,933人
(令和４年11月30日現在)

〇市立公民館 36館
〇自治公民館 382館

国定公園 雨晴海岸



概 要

高岡市福岡地区

高岡市西部に位置する旧福岡町中心部

旧北陸街道に面する住宅地

〇世帯数 1,198世帯

〇人 口 2,938人 (令和４年11月30日現在)
「福岡町つくりもんまつり」

第21回ふるさとイベント大賞 大賞(内閣総理大臣賞)を受賞

「越中福岡の菅笠制作技術」「笠問屋の町並み」
日本遺産として認定

全国的にも珍しい 舞楽を完全に行える民間雅楽団体「洋遊会」



概 要

高岡市立福岡公民館

１．施設
昭和55年設立
１階 集会室１部屋
２階 和室３部屋（10畳②、20畳①）

３．組織
福岡地域生涯学習推進協議会

２．職員構成 ３名
館長、指導員、ふれあい推進員

４．主催事業開催回数
令和３年度 57回
令和４年度 57回 （令和４年11月末現在）

福岡公民館外観５．自主サークル
21団体が活動中



コロナ禍でも
できることから
はじめました



〇地域からZoomを活用した事業を開催してほしいと要望があった

〇公民館だからこそできる取り組みとして他県公民館とのオンライ
ン交流を検討
・交流先をインスタグラムで相互フォローしている公民館と考え、
インスタグラムの機能（ダイレクトメッセージ(DM)）を利用し
て清明公民館（福井県福井市）に依頼

『公民館 公民館』をベースとしたオンライン交流ネット
ワーク『インスタでつながる公民館』につながった

インスタグラムでつながる公民館との
オンライン交流

（１）経 緯

インスタグラムのトップ画面
（情報発信手段として活用）

オンライン交流会が実現

その後もインスタグラムを通じて各地の公民館職員に交流の呼びかけ

Zoom



（２）目 的

・33公民館・施設（１道16県 ）
〇主にインスタグラムで相互フォローしている公民館

（３）これまでの参加公民館等

オンラインでつなぐ全国ご当地健康体操
（令和３年12月11日開催）

活動広報用インスタ投稿画像

〇オンラインを活用した“新たなつながり”づくり

〇Zoomミーティングを活用
〇参加公民館等は固定しない

・交流希望の公民館等は常時受け入れ
・主にインスタグラムの投稿で募集

〇公民館同士はフラットなつながり
・司会やホストなどの担当公民館は固定しない

〇交流内容は話し合いで決定
〇オンラインに関する問題等にはメンバー間でフォロー
〇新企画や持ち込み企画にもチャレンジ
〇交流に関する情報はインスタグラムのDMやLINEオープン
チャットで共有

（４）運営方法



〇子どもの交流
〇公民館職員交流
〇オンラインでつなぐ全国ご当地健康体操
〇にっぽんzoomトラベル紀行
〇『つながる公民館』×『つながる＠福岡町』

（５）これまでの取り組み

（令和４年11月～ ）

（令和４年11月～ ）

（令和３年12月～ ）

（令和３年９月～ ）

（令和３年７月～ ）

①参加公民館募集
②職員顔合わせ・交流内容協議
③オンラインに関する相談会（職員）
④職員リハーサル
⑤オンライン交流会（職員＋一般参加者）
⑥職員振り返り

（６）交流会開催までの流れ（例）

〇パソコン
〇LANケーブル（15ｍ）
〇スピーカー
〇ウェブカメラ
〇プロジェクター・スクリーンなど

（７）オンライン交流時に使用したデバイス（参考）
オンラインのお悩み相談会(令和４年10月開催)

小型スピーカー
（USB接続）

広角ウェブカメラ
（USB接続）



１.子どもの交流

（２）参加公民館

〇まるで富山県のPR隊のようにはりきり、
全国デビューみたいと好評

〇自己紹介
・ニックネームや好きなアーティスト 他

〇ご当地紹介
・公民館の位置、観光名所や祭り、食、
方言などをクイズを交えながら紹介

〇質問コーナー

（１）初回交流内容

子ども達が各公民館で学んだ“地域のよさ”を互いに発信し合ったり、オンラインで
も楽しめるレクリエーションをしながら交流

（３）参加したふくおかっ子の反応

〇清明公民館（福井県福井市）

〇福岡公民館（富山県高岡市）

ときどきドキドキ全国子どもネットワーク（令和３年7月17日開催）

越中菅笠音頭を披露 富山県のお米を紹介



〇ご当地紹介
・名所、祭り、食、方言などをクイズ形式
で紹介

〇レクリエーション
・お名前ビンゴ、しりとりすごろく 他

〇広島市から原爆慰霊碑巡りの中継

ときどきドキドキ全国子どもネットワーク（令和３年11月20日開催）

地域クイズ解答中

（４）これまでの交流内容

（６）これまでの参加公民館

（５）これまでの開催回数

（７）ふくおかっ子の反応

・クイズもレクも楽しかった
・交流した県に行ってみたくなった
・私たちは福岡の伝統を伝えていきたい
・また同じ子とつながりたい など

〇４回

〇11公民館（1道8県）

告知用インスタ投稿画像
（令和４年７月30日開催）

〇全般的に好評であった

１.子どもの交流



①下川淵公民館（群馬県前橋市）
②福岡公民館（富山県高岡市）
③清明公民館（福井県福井市）
④吉田公民館（島根県益田市）
⑤別府公民館（福岡県福岡市）

この５館が中心となって職員交流
をすることにつながった

公民館同士の
つながりの拡大

公民館職員同士によるフランクな情報交換・意見交換やスキルアップ等を目的
として交流

（２）参加公民館

（１）初回交流会概要
〇各公民館の取り組み紹介
・コロナ禍での活動の工夫やインスタグラム
では伝えきれない主催事業の詳細などにつ
いて情報交換 他

①②
③

④

⑤

職員オンライン交流会（令和３年９月１日開催）

２.公民館職員交流



公民館職員のゆる～いオンライン交流会（令和４年12月2日開催）

〇30公民館・施設（1道16県）

北海道・東北・関東・
東海・北陸・近畿・
中国・四国・九州
ブロックから参加

（４）これまでの参加公民館

（３）直近の活動内容

〇以下の内容についてフランクな意見交換を実施
・トークテーマ『公民館って楽しいよね♬だって○○だから』

『公民館がもっているポテンシャル』
・次年度の取り組みについて 他

２.公民館職員交流



３.オンラインでつなぐ全国ご当地健康体操

（１）第１回交流内容と参加公民館

日ごろ取り組んでいる体操を紹介し合い、参加者全員が身体を動かして健康づくりに
励むとともに地域紹介も交えながら、“健康長寿”を目指す

（２）参加者の反応

別府公民館から届いた扇子

①ピンシャン！元気体操（下川淵公民館）
②健康たかおか１０か条体操（福岡公民館）
③ハピネスダンス（清明公民館）
④益ます元気体操（吉田公民館）
⑤黒田節体操（別府公民館）

〇当初はオンラインで体操することへの戸惑
いがみられたが、練習を重ねることで活動
への見通しがもてた

〇別府公民館から「黒田節体操」で使用する
扇子が届いたことが好評

〇仮装して参加する方がいるなど交流を楽し
んだ

「黒田節体操」

「健康たかおか10か条体操」（令和3年12月11日開催）



（令和４年11月25日開催）

〇地域を越えて『健康たかおか10か条体
操』が広がったことが、体操を紹介する
側にとっての励みでもあり、交流意欲に
もつながっている

〇ご当地紹介リレー
・各地の紅葉、観光地、公民館活動など

〇本日の意気込み（方言を使って）
〇健康体操・ダンス

（５）これまでの参加公民館

（４）これまでの開催回数

〇３回

〇20公民館（1道10県）

（３）直近の活動内容

（６）参加者の反応

３.オンラインでつなぐ全国ご当地健康体操

〇オンライントラブルがあり大変そう



４.にっぽんZoomトラベル紀行

各地の公民館をオンラインで訪れ、観光スポットや歴史などを紹介し合いながら地
域間交流

（２）交流内容

・観光名所・歴史紹介
・共通点紹介
・お土産、ペナント交換
・交流タイム
・記念撮影

（１）直近の参加公民館
〇福住公民館（奈良県天理市）

〇地域住民は現地ガイド、公民館職員は
バス運転手、添乗員に扮し各地を紹介

〇福岡公民館（富山県高岡市）

（令和４年12月5日開催）インスタ投稿画像



４.にっぽんZoomトラベル紀行

（３）現地ガイドの反応

・地域のことでも知らないことが
あり、詳しく知れてよかった

〇改めて地域のことを調べるきっ
かけとなった

〇互いの共通点を紹介したことで、
両会場の皆さんに親近感をもって
もらえた

〇このつながりをきっかけに「福
岡いにしえ会」を立ち上げたい

（４）参加者の反応

・現地ガイド、バス運転手、添乗
員という設定が面白い

・福岡公民館が熱い場所だという
ことを知った

〇全般的に好評であった

各公民館から贈りあった観光パンフレットやお土産品

富山県の位置クイズ



ふりかえり
〇ネット環境が整っていないとオンライン交流時に支障をきたす
（例：オンライン交流時に通信障害が発生）

〇今後多くの地域と交流をするには、これまで以上に自分たちの地域への理解を深める必要が
ある

〇オンライン活用により、新たな取り組みをしている公民館として認識され、公民館活動への関

心につながりつつある

〇公民館がフィルター機能の役目を果たしており、個人個人で交流を深めるよりも公民館を通じ
て交流する方がより安心・安全

〇公民館の規模や運営スタイル、職員の雇用形態、活動内容などは様々である

その違いがある中でアイデアを出し合い、事業を作り上げるところが面白さのひとつでもある

〇交流時には参加公民館を可視化したり、参加者同士がオンライン上で話す機会を設定すること

が満足度につながる



これから

全国にある公民館同士がつながることで、公民館活動が活発化する

さらなる“つながり”をめざし

『全国の公民館とつながりたい！』

〇オンライン交流の継続および交流先の拡大

〇SNSを活用した情報発信の継続

〇オンラインを活用した“新たなつながり”の模索

ことにより地域の元気や活性化につながることを期待している

夢は



津幡町
井上公民館

富山県
高岡市

福岡公民館

愛知県
蒲郡市

小江公民館

石川県

福井県
永平寺町

上志比公民館

金沢市
旭日公民館

奈良県
天理市

福住公民館
天理市

山田公民館
天理市

柳本公民館

北海道

苫前町公民館

千葉県
流山市

東部公民館

※順不同

つながる公民館一覧

○令和４年度『子ども交流』、『オンラインでつなぐ全国ご当地健康体操』、『にっぽんZoomトラベル紀行』に参加した公民館のうち、掲載に承諾いただいた公民館の外観画像

石川県

奈良県 奈良県



飯南町
赤名公民館

大分県
日出町

大神地区公民館

福岡県
福岡市

別府公民館

島根県

益田市
吉田公民館

益田市
安田公民館

岡山県
矢掛町

小田公民館
玉野市

中央公民館

※順不同

松江市
生馬公民館

『オンラインでつながる公民館』
LINEのオープンチャット

交流に関する連絡手段として活用

○令和４年度『子ども交流』、『オンラインでつなぐ全国ご当地健康体操』、『にっぽんZoomトラベル紀行』に参加した公民館のうち、掲載に承諾いただいた公民館の外観画像

つながる公民館一覧

島根県 島根県 島根県

岡山県
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